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編集後記 

猛暑となった今夏でした。登山シーズンは 10月頃まで続きます。

皆さんも浅間山登山に挑戦してみませんか？ 

長
野
県
の
北
佐
久
地
方
に
暮
ら
す
私

た
ち
に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で

あ
る
浅
間
山
。 

四
方
に
連
な
る
山
々
の
中
で
、
ひ
と
き

わ
稜
線
滑
ら
か
で
美
し
い
山
体
は
、
春
夏

秋
冬
と
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
が
あ
る

が
、
私
は
、
夏
が
好
き
だ
。 

快
晴
の
青
空
を
背
景
に
し
て
、
少
し
青

み
が
か
か
っ
た
灰
色
の
山
肌
に
裾
野
の

木
々
の
緑
が
美
し
く
映
え
て
い
る
姿
は
、

山
の
雄
大
さ
と
清
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。 涼

を
求
め
て
、
北
軽
井
沢
ま
で
足
を
延

ば
し
、
白
糸
の
滝
へ
。
木
立
に
囲
ま
れ
た

山
の
岩
肌
か
ら
滾
々(

こ
ん
こ
ん)

と
湧

き
出
る
水
は
、
ベ
ー
ル
の
よ
う
に
優
し
く

水
面
へ
と
流
れ
落
ち
て
い
く
。
森
に
こ
だ

ま
す
る
滝
の
音
と
清
涼
な
空
気
は
、
束
の

間
、
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。

浅
間
の
豊
か
な
自
然
は
、
私
の
夏
の
楽
し

み
の
一
つ
で
あ
る
。 
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＝ 表紙写真 ＝ 黒斑山から見た浅間山 
（2020 年 6 月撮影） 

本途人舎会報  

メンバーのおすすめの一冊 

選んだ人  塩川かおり 

膨大なウィキペディアの文
章の中からプログラムが抜き
出した五七五七七を集めた本
です。 
短歌には作者の感情が乗り
ますが、この本の歌には当然
それはありません。それが逆
に古来から愛され続けた五七
五七七のリズムの良さを実感
させます。 

 

 

 

 

 

 

 
『偶然短歌』 

いなにわ／著、せきしろ／ 著 

（飛鳥新社）  

教えて下さい！ あなたの家のお正月  

 2025年 1月発行予定の本の小途（第 20号）では、冬の行事

や伝統料理などについて特集を予定しています。 

 そこで、皆さんの家のお正月の過ごし方等につ 

いて（年取り魚は鮭？鰤？初詣行く行かない？ 

など）のエピソードを募集します。右記ＱＲコー 

ドから回答をお寄せ下さい。 

浅間山登山に関する情報サイト 

『
信
州
む
か
し
語
り 

２ 

山
と
民

の
話
』
よ
り
“
山
の
姉
妹
” 

（
は
ま
み
つ
お
／
著 
し
な
の
き
書
房 

二
〇
一
一
年
） 

 

太
古
の
昔
、
山
の
神
様
が
自
分
の
娘

を
浅
間
山
と
富
士
山
に
す
ま
わ
せ
ま

し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
姉
の
浅
間
山
は
妹
の
富

士
山
の
背
が
自
分
よ
り
高
い
の
が
気

に
入
り
ま
せ
ん
。
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
に

頼
ん
で
富
士
山
の
土
を
浅
間
山
に
運

ぶ
の
で
す
が…

…

。 

   

『
信
州
ゆ
か
り
の 

美
術
家
と
風
景
画
』
よ
り 

“
第
４
章 

小
山
敬
三
と
浅
間
山
” 

（
岸
田
恵
理
／
著 

ほ
お
ず
き
書
籍 

二
〇
一
二
年
） 

 

小
諸
市
出
身
の
洋
画
家
・
小
山
敬
三

が
描
い
た
浅
間
山
の
風
景
に
焦
点
を

当
て
、
特
徴
的
な
画
風
や
、
何
度
と
な

く
浅
間
山
を
描
い
た
理
由
な
ど
を
考

察
。
作
品
に
こ
め
ら
れ
た
氏
の
思
い

や
、
そ
の
背
景
を
ひ
も
と
き
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す 

 

読
ん
で
学
ぶ
浅
間
山  

特集：眺めるだけじゃない！読んで知る浅間山 

こもろ観光局 

 

小諸市ＨＰ 浅間山麓国際 

自然学校 

プ
ラ
ス 

～山登りを始める準備に読んでみませんか～ 
 

① 『山岳アスリートに教わる山の歩き方』（小川壮太/著/山と溪谷

社 2023年） ② 『一生、山に登るための体づくり 新装版』（石

田良恵/著 ピークス 2022 年） ③ 『これからはじめる山歩き』

（好日山荘おとな女子登山部/監修 ナツメ社 2018年） ④ 『こど

もと始める 家族で山登り』（NPO 法人 CSP/編 阪急コミュニケー

ションズ 2013年） ⑤ 『山ごはん 12か月』（嘉藤久恵、青木有

希子/編集・文 ネコ・パブリッシング 2013年） ⑥ 『入門山トレ

ッキングサポート BOOK 2023』（ネコ・パブリッシング 2023年） 

MAP 

浅間山 
標高 2,568ｍ 

前掛山 
黒斑山 

標高 2,404ｍ 

蛇骨岳▲ 

仙人岳▲ 

鋸岳 

▲ 

高峰高原 

★ 

● 

火山館 



 

出典『浅間山登山案内』、小諸商工会議所、1927  この冊子は全国の大学や専門学校に配布されました。 

 

浅
間
登
山
口 

標
識 

小
諸
市
赤
坂
と
栃
木
に
は
、
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
に
建
て
ら
れ
た

「
浅
間
登
山
口 

県
道
小
諸
口
」
の

標
識
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

明
治
期
以
降
の
浅
間
登
山
で
は
、

軽
井
沢
口
、
追
分
口
、
小
諸
口
が
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
足
場
が
し
っ

か
り
し
て
い
た
小
諸
口
か
ら
の
ル
ー

ト
は
多
く
の
登
山
者
が
利
用
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
小
諸
町
は
、
信
越
線
か
ら

見
え
る
位
置
に
標
識
を
建
て
、
県
内

外
か
ら
の
登
山
者
を
迎
え
ま
し
た
。

（
左
写
真
） 

里
程
標
石 

浅
間
登
山
元
標 

浅
間
登
山
者
の
目
印
と
し
て
、
浅
間

山
頂
上
ま
で
の
距
離
が
記
さ
れ
た
石
の

里
程
標
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
起
点
と

な
る
元
標
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

に
、
小
諸
市
八
幡
町
の
八
幡
神
社
の
脇

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
石
碑
に
は
、「
浅

間
登
山
元
標
」
の
文
字
と
、
建
立
に
尽

力
し
た
小
山
太
郎
※
１

、
小
山
邦
太
郎
※

２

、
宮
坂
常
※
３

ら
の
名
前
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。 

 ※
１
小
諸
義
塾
の
設
立
に
尽
力
。
小
諸
町
会
議
員
と

な
り
町
政
に
参
画
／
※
２
衆
議
院
議
員
を
務
め
る
。

初
代
小
諸
市
長
／
※
３
古
梁
の
名
で
歌
人
と
し
て

も
活
躍
。
小
諸
町
長
な
ど
を
務
め
る
。 

今
も
残
る
大
正
～
昭
和
初
期
の
浅
間
登
山
の
歴
史 

【
参
考
資
料
】 

『
小
諸
商
工
会
議
所
百
年
史
』（
小
諸
商
工
会
議
所

百
周
年
記
念
誌
部
会
／
編 

小
諸
商
工
会
議
所 

 

二
〇
一
四
年
） 

『
小
諸
ふ
る
さ
と
遺
産
集
』（
小
諸
市
教
育
委
員
会

／
編 

小
諸
市
教
育
委
員
会 

二
〇
二
一
年
） 

 

  読んで知る 浅間山  
 あなたは一日に何回浅間山を見上げますか？登ったことはありますか？ 

いつもそこにある浅間山。歴史や特徴を知って、より身近に感じてみませんか。 

いつもかわらずそこにある浅間山。子どもの頃に登ったことがある人、大人になって

登った人 

 

文
学
作
品
に
登
場
す
る
浅
間
山 

 

『
日
本
の
名
山 

五 

浅
間
山
』 

（
串
田
孫
一
ほ
か
／
編 

博
品
社 

一
九
九
七
年
） 

北
原
白
秋
、
若
山
牧
水
、
堀
辰
雄
、

深
田
久
弥
な
ど
に
よ
る
、
浅
間
山
と

そ
の
麓
の
景
色
や
暮
ら
し
を
題
材
に

し
た
エ
ッ
セ
イ
や
詩
歌
が
数
多
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

『
バ
ッ
グ
を
ザ
ッ
ク
に
持
ち
替
え
て
』 

（
唯
川
恵
／
著 

光
文
社 

二
〇
一
八
年
） 

取
材
の
為
に
登
山
を
始
め
た
著
者

が
、
登
山
に
魅
せ
ら
れ
て
い
く
ま
で

の
経
験
や
、
実
際
の
登
山
の
様
子
を

綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。
浅
間
山
を
登
山

す
る
様
子 

も
何
回
か 

登
場
し
ま 

す
。 

 
 

浅
間
山
の
自
然
を
学
ぶ  

 

『
浅
間
・
軽
井
沢
自
然
観
察
ガ
イ
ド
』 

（
中
村
至
伸
／
著 

山
と
溪
谷
社 

二
〇
〇
六
年
） 

浅
間
山
と
浅
間
山
麓
の
植
生
を
、

季
節
ご
と
に
紹
介
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
案
内
や
、
浅
間
山
に
つ
い
て

の
デ
ー
タ
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

読
ん
で
学
ぶ
浅
間
山 

 

～
浅
間
山
に
つ
い
て
の
本
を
紹
介
し
ま
す
～ 

 

小
諸
市
内
に
は
、
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
、
浅
間
登
山

に
関
す
る
道
標
が
今
も
残
っ
て
い
ま

す
。 

 

浅
間
山
の
全
体
像
を
知
る  

『
定
本 

浅
間
山 

 

父
な
る
山 

そ
の
歴
史
と
文
化
』 

（
市

川

健

夫

／

監

修 

郷

土

出

版

社 

 

二
〇
〇
五
年
） 

 

歴
史
、
地
質
、
植
物
な
ど
様
々
な 

角
度
か
ら
浅
間
山
を
学
べ
ま
す
。
写 

真
や
地
形
図
等
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 

『
火
山
は
め
ざ
め
る
』 

（
は
ぎ
わ
ら
ふ
ぐ
／
作 

早
川
由
紀
夫
／
監
修 

福
音
館
書
店 

二
〇
一
九
年
） 

過
去
に
何
度
も
大
き
な
噴
火
を
し

て
き
た
浅
間
山
の
噴
火
の
し
く
み
や

麓
で
暮
ら
す
人
々
の
様
子
が
描
か
れ

た
絵
本
。
巻
末
に
解
説
も
あ
り
ま
す
。 

小諸市赤坂 小諸市栃木 

 

しなの鉄道沿いに立つ標識 

 

 
眺めるだけじゃない！ 

             こちらもぜひ              

 

『浅間山』（小諸尋常高等小学校・浅間山研究会／編 1910年） 

 明治時代、同小学校の職員らで作る浅間山研究会

が実際に登山し成果をまとめた本。皇室にも献上さ

れました。 

『浅間-歴史・文学・地誌-』（川崎敏／著 木耳社 1974年） 

 歴史、文学、地誌と風土など章ごとにまとめられ、
読み応えある内容となっています。 

 親子で読める       

《その他にも》 

『千曲川のスケッチ』

『千曲川旅情の歌』など、

島崎藤村の作品にも浅間

山の描写が登場します。

また、小諸馬子唄の歌詞

も‘小諸出て見りゃ 浅間

の山に  今朝も三筋の 

煙立つ‘で始まります。 


